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(57)【要約】
【課題】海水魚の体内受精魚の人工的な受胎を可能にし
て，その結果，種苗生産の効率化が図れ，育種が可能と
なる人工授精方法を提供する。
【解決手段】海水魚の体内受精魚において，精子を雌の
生殖口に注入する。精子は雄から得た精巣と尿により精
子懸濁液として注入する。さらに，異種間交配に使用す
る。精子の注入はマイクロピペットを用いて行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　海水魚の体内受精魚において，雌の生殖口への精子注入を特徴とする人工授精方法。
【請求項２】
　雌の生殖口へ注入する精子を，雄の尿で希釈した精子懸濁液とすることを特徴とする請
求項１記載の人工授精方法。
【請求項３】
　異なる魚種間の交配で使用することを特徴とする，請求項１又は２に記載の人工授精方
法。
【請求項４】
　体内受精魚の人工授精において，雌の生殖口への精子注入に際して，マイクロピペット
を用いることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，海水魚の体内受精魚の雌を，人工的手法により受胎させる方法に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　稚魚の生産技術，すなわち種苗生産技術は，栽培漁業や養殖業，および観賞魚取り扱い
業の基礎となる技術であり，体外受精魚（以下，卵生魚と同義で使用），体内受精魚（以
下，卵胎生魚を含む胎生魚と同義で使用）を問わず，卵，或いは仔魚を，計画的に得るこ
とは，種苗生産を効率的に行ううえで極めて重要である。
【０００３】
　さらに，魚類の養殖では，飼育しやすい魚，すなわち成長が速い，生き残りが多い等々
の性質を持つ魚が望まれ，異種間交配を含む育種により，そのような魚を作出することが
要望されている。
【０００４】
　ところで，魚類の卵，或いは仔魚を得るには，飼育する魚の自発的な産卵や交尾行動に
まかせる方法と，人工授精による方法があり，体外受精魚は，両方法が都合により選択さ
れ，使用されている。
【０００５】
　ところが，体内受精魚の人工授精の方法は，淡水魚で開発されたものしか無いために，
海水魚ではもっぱら自発的交尾行動にまかせる方法が用いられてきた。
【０００６】
　これまでに，体内受精魚で開発された人工授精方法は，淡水魚であるｐｏｅｃｉｌｉｄ
ｆｉｓｈに対して，生理食塩水で溶いた精子懸濁液を，雌の生殖口から注射器で注入する
方法，或いは，その応用として，片方に注射針をつけたパイプの中にある懸濁液を，もう
片方から口で吹くことによる注入を行う方法だけがあり，観賞魚の育種や，基礎的実験に
，わずかに使われているだけである。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】　「Ｓｃｉｅｎｃｅ　１１２号」，１９５０年，ｐ７２２－７２３．
【非特許文献２】　「Ｔｒｏｐｉｃａｌ　Ｆｉｓｈ　Ｈｏｂｂｙｉｓｔ　Ｍａｙ　２００
１号」，２００１年，ｐ１０８－１１６．
【非特許文献３】　「Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇ　ｏｆ　Ｔｈｅ　Ｒｏｙａｌ　Ｓｏｃｉｅｔ
ｙ　Ｂ　２７１号」，２００４年，ｐ２０３５－２０４２．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】



(3) JP 2011-67187 A 2011.4.7

10

20

30

40

50

【０００８】
　体内受精魚は，淡水魚だけでなく，海水魚にも多い。海水魚の体内受精魚には，栽培漁
業や養殖を目的に種苗生産される魚種も多いが，人工授精技術が開発されていないために
，仔魚を得るには，飼育する魚の自発的交尾行動にまかせる方法しか無く，安定的な種苗
生産が妨げられてきた。
【０００９】
　人工授精技術が無いために，人工授精によってのみ可能となる異種間の交配や，優れた
性質を持つ個体を親にして子を得る育種といった，品種改良が行えなかった。
【００１０】
　また，上述の淡水魚で開発された技術では，注射器で注入する方法と，片方に注射針を
つけたパイプの中にある精子懸濁液を，もう片方から口で吹くことによる注入を行う方法
しかなく，短時間で安定的に一定量の精子懸濁液を注入することができなかった。
【００１１】
　本発明は，以上の問題点を解決し，海水魚の体内受精魚の効率的な人工授精を可能とし
，その結果，安定的，計画的に種苗生産を行い，さらに異種間交配や育種による品種改良
を可能とする方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者らは，タケノコメバルの雄の尿を用いて作った精子懸濁液を，雌の生殖口に注
入すると，雌が受胎することを見出し，この知見を基礎として本発明を完成させたもので
ある。すなわち，タケノコメバルの雄は，交尾期になると雌に比べ大量の尿を膀胱に蓄え
ていることを見つけた。このことから雄の尿が交尾に関係しているものと推測し，雄から
尿と精巣を取り出し，尿とともに精巣を潰して作った精子懸濁液を，マイクロピペットを
用いて一定量ずつ雌の生殖口に注入すると，雌が高率に受胎することを見出した。さらに
この技術を，タケノコメバルとメバルの異種間の交配に使用したところ，生まれた子供は
これら２種間の中間形を示し，雑種となることを見出した。
【００１３】
　請求項１に係る人工授精方法は，海水魚の体内受精魚において，雌の生殖口への精子注
入を特徴として構成されている。
【００１４】
　請求項２に係る人工授精方法は，請求項１記載の人工授精方法において，雌の生殖口へ
注入する精子を，雄の尿で希釈した精子懸濁液とすることを特徴として構成されている。
【００１５】
　請求項３に係る人工授精方法は，請求項１又は２の人工授精方法において，異種間の交
配に使用することを特徴として構成されている。
【００１６】
　請求項４に係る人工授精方法は，体内受精魚の精子注入に際して，マイクロピペットを
使用することを特徴として構成されている。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１に係る人工授精方法によれば，海水魚の体内受精魚において，雌の生殖口への
精子注入により，注入された雌は受胎する。
【００１８】
　請求項２に係る人工授精方法によれば，海水魚の体内受精魚において，雌の生殖口へ注
入する精子を，雄の尿で希釈した精子懸濁液とすることによって，高率に雌の受胎を誘導
できる。
【００１９】
　請求項３に係る人工授精方法によれば，品種改良などを目的として，同種間だけでなく
，異種間の体内受精魚の交配が可能となる。
【００２０】
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　請求項４に係る人工授精方法によれば，体内受精魚の精子注入に際して，マイクロピペ
ットを用いることにより，一定量を正確に，短時間で，雌の生殖口に注入することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】人工授精の実施手順を示す図である。（発明を実施するための形態）
【図２】タケノコメバルとメバルの正逆交配種と両親種の写真。（試験２）
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の，海水魚の体内受精魚の人工授精を実施するための形態を，図１に示す。この
人工授精方法においては，雌の生殖口へ精子を注入する。まず図１（ａ）に示すように，
雄を開腹し，精巣を取り出し，膀胱から注射器で尿を抜き取る。次に図１（ｂ）に示すよ
うに，乳鉢等で精巣を潰し，抜き取った尿を注いで希釈し，精子懸濁液を作製する。そし
て図１（ｃ）に示すように，マイクロピペットを用いて，精子懸濁液を雌の生殖口へ注入
するものである。
【００２３】
　雌の生殖口へ精子を注入することによる受胎の有無は，試験１により確認される。
【００２４】
　また，雌の生殖口へ注入する精子を，雄の尿で希釈した精子懸濁液とすることによって
，高率に雌の受胎を誘導できることは，試験１の結果（表２）と，飼育する魚の自発的交
尾行動にまかせる方法による雌の受胎結果（表３）を，比較することにより確認される。
【実施例】
【００２５】
　　［試験１］
　　＜方法＞
　あらかじめ雄と雌を分けておき，１１月になって，図１に示した手順により人工授精し
た。人工授精の実施日１回あたり，タケノコメバルの雄は５～１０尾を使用し，それらの
精巣，尿を混ぜて精子懸濁液を作製した。できた精子懸濁液を，２８～５０尾の雌のタケ
ノコメバルの生殖口に，マイクロピペットを用いて，雌の大きさ等を考慮して決めた所定
量（０．０３ｍｌ或いは０．０５ｍｌ）を注入した。受胎の有無は，後日に，産仔の確認
，仔魚の搾り出しによる確認，或いは雌の解剖による確認により調べた。
【００２６】
　　＜実施状況＞
　実施状況を表１に示す。対照区とは，雄と雌を分離した後，受精作業を行わず，そのま
ま飼育を続けたものである。
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【表１】

【００２７】
　　＜結果＞
　結果を表２に示す。
【表２】

【００２８】
　　＜結論１＞
　表２より，対照区が０％から４．８％（平均１．６％）の受胎率であるのに対し，人工
授精区は５９．０％から８９．３％（平均８０．５％）と高い値を示したことから，人工
授精を実施したこと，すなわち，精子の注入によって，雌が受胎したことが確認される。
【００２９】
　なお，２回目の対照区の受胎率が０％ではなく４．８％となったのは，２回目の雌雄分
離日が他の実施回より遅かったために，すでに交尾した個体が居たためである。
【００３０】
　５回目の人工授精区の受胎率が，１回目から４回目の受胎率に比べて低いのは，人工授
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精実施時期が最も遅く，生殖期の終末にあたるためである。
【００３１】
　表３には，飼育する魚の自発的交尾行動にまかせる方法による雌の受胎結果を示す。タ
ケノコメバルを収容する海面の小割生簀網の大きさは４×４×深さ２ｍであった。
【表３】

【００３２】
　　＜結論２＞
　表３より，自発的交尾行動にまかせる方法による雌の受胎率は，４．９％から６３．６
％（平均３７．８％）となっており，表２の試験１における結果：人工授精による受胎率
５９．０％から８９．３％（平均８０．５％）のほうが明らかに高い率を示した（マンホ
イットニーのＵ検定により有意水準１％で有意）。したがって，雌の生殖口へ注入する精
子を，雄の尿で希釈した精子懸濁液とする人工授精の方法は，通常の，飼育する魚の自発
的交尾行動にまかせる方法より，高率に雌の受胎を誘導できることが確認される。
【００３３】
　本発明においては，雌の生殖口に精子を注入することが必要であるが，精巣を潰すこと
によって得た精子を含む粘性の強い液体を，雄の尿で希釈することによって，扱いやすい
液体とすることができ，注入を容易にする。
【００３４】
　また，尿は一般的に親が健康であれば無菌であり，それで希釈して作製する精子懸濁液
も清潔な環境に保ちやすい。
【００３５】
　次に，タケノコメバルとメバルの異種間の交配に，人工授精を使用した結果について説
明する。
【００３６】
　　［試験２］
　　＜方法＞
　タケノコメバルとメバルの正逆交配，すなわち，雄親と雌親の種類が異なり，それぞれ
が雄，或いは雌となる交配に，図１で示した人工授精方法を使用した。タケノコメバルを
雌親とした交配では，雌親１０尾に対し，メバル雄３尾の尿及び精巣で作製した精子懸濁
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対し，タケノコメバル雄３尾，或いは２尾の尿及び精巣で作製した精子懸濁液をマイクロ
ピペットで生殖口へ注入した。注入量は０．０３ｍｌ或いは０．０５ｍｌであった。人工
授精の実施日は１１月１７日であった。後日，産仔の有無等によって受胎率を確認した。
なお，産まれた仔魚は飼育し，１歳魚の時点で両親の種と形態を比較した。
【００３７】
　　＜結果＞
　タケノコメバルを雌とする交配では，１０尾中７尾が受胎し（受胎率７０％），メバル
を雌とする交配では３尾中１尾が受胎した（受胎率３３％）。
【００３８】
　タケノコメバルとメバルの正逆交配により受胎した親が産んだ仔魚を飼育し，１歳に成
長した魚の写真を，両親となるタケノコメバル，メバルとともに図２に示す。タケノコメ
バルの雌親とメバルの雄親による交配種と，メバルの雌親とタケノコメバルの雄親による
交配種は，ともに体高が高くメバルに近い体形であるが，体表の柄はタケノコメバルに近
く，明らかに両親とは違う，中間形を示した。
【００３９】
　　＜結論３＞
　タケノコメバルとメバルといった，異なる魚種間で，図１に示した人工授精技術を用い
て交配種が生まれた。すなわち，交配種の作出に，本発明が有効であることが確認された
。
【００４０】
　続いて，体内受精魚の雌の生殖口への精子注入に際して，マイクロピペットを用いるこ
とについて説明する。
【００４１】
　非特許文献１及び２で示された，雌の生殖口からの精子注入を注射器で行う方法，或い
は，その応用として，片方に注射針をつけたパイプで注入を行う方法では，僅かな一定量
を注入する事は難しく，注入量のバラツキを避けられない。また，注射針の先端部分が鋭
利であり，親魚を傷つける可能性がある。
【００４２】
　マイクロピペットは，元来，微量な液体を，正確に，短時間で取り分ける器具であるこ
とから，僅かな一定量を注入する場合に最適である。また，簡単に交換可能である合成樹
脂製のチップは，先端も滑らかであり，注入の際，親魚を傷つける可能性は低い。
【００４３】
　試験１の１回目において，５０尾の雌に精子懸濁液を注入し終えるまでの時間は，２人
の作業で，２０分であり，１尾あたりに換算して２４秒となり，極めて短時間で終了した
。
【００４４】
　　＜結論４＞
　体内受精魚における，精子注入に際し，マイクロピペットを用いることにより，安全に
，極めて短時間に，注入できることが確認された。
【００４５】
　なお，マイクロピペットのチップは滅菌可能なものが多く，滅菌済みのものを使用し，
雌一尾に注入する毎に交換すれば，衛生的な作業も可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　栽培漁業，養殖業，及び観賞魚の生産業における，種苗生産や品種の作出に利用できる
。
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